
​■2026年度前期科目《ジェンダー論入門》​
​「環境正義とジェンダー――再生産・直接行動・フェミニズムの視点を軸として」​
​担当教員：村上 潔​
​第2回（2026/04/17）文書資料​

​2026年度授業用Webページ：​​https://www.arsvi.com/d/2026igs.htm​
​資料中の記号階層：■ ＞ ◎ ＞ ◆ ＞ ◇ ＞ ┃ ＞ ‐ ＞ └ ＞ ・​

​■導入​
​【このコーナーでは、毎回、授業内容と直接関係はない（間接的には関係する）、担当教員​
​が現時点で注目している情報を随時ピックアップして掲載していきます。授業内で言及する​
​項目もありますが、言及しない項目がほとんどです。取り上げる内容と掲載順に、統一性は​
​ありません。各自、興味・関心と必要に応じて、参考にしてください。​
​☆このコーナーの内容は、定期試験の出題範囲には入りません。☆​​】​

​◎第2回授業で言及したこと​
​◆自分で語句の意味を調べるとき​
​◇Wikipediaではなく『コトバンク』を​
​https://kotobank.jp​
​┃❝出版社などが提供する信頼性の高い辞書・辞典・データベースから用語の意味を一度に​
​検索できるサービスです。❞​
​◇用語集を活用する​
​┃『［用語集］公共＋政治・経済――26-27年版』（清水書院／2025-11-01）​
​https://www.shimizushoin.co.jp/books/view/733​
​◆映画上映情報​
​◇エリック・ロメール監督『レネットとミラベル 四つの冒険』（1986／フランス）​
​https://eiga.com/news/20260416/16/​
​https://natalie.mu/eiga/news/668553​
​https://www.bunkamura.co.jp/cinema/lineup/26_reinetteandmirabelle.html​
​┃関連：『緑の光線』（1986／フランス）​
​https://www.hermes.com/jp/ja/content/304920-maison-ginza-studio-220903/​
​https://wasedashochiku.co.jp/archives/schedule/50840​
​＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿​
​・自然環境​
​・気象条件​
​・（女性）身体​
​・感覚（自然との交感／女性同士の親密的交感）​
​――結びつき・連関・相互作用・シンクロニシティ​
​→その全体を受け取って、観客は（理解するのではなく）理解の糸口に立つ。​
​̄ ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣​
​┃関連：『木と市長と文化会館／または七つの偶然』（1992／フランス）​
​https://www.thecinema.jp/program/04932​
​https://wasedashochiku.co.jp/archives/schedule/50840​
​‐環境をめぐる自治の問題（行政×住民）​
​┃環境問題・環境運動を「映画で学ぶ」という場合……​
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​‐シビアなリアルを正面から捉えた（重厚な）ドキュメンタリー作品に向き合う：のが最も​
​適当なのは確かだが……​
​‐シンプルな構成でありつつ微細な本質的要素を徹底的に追求した（ライトな）劇映画を気​
​軽に吸収すること：もまた有効だ。​
​◎その他​
​◆気候危機下における民衆の移動と領土防衛を描いた（エクアドル・ボリビア・ペルーを舞​
​台とする）漫画作品​
​◇Fundación Rosa Luxemburg Oficina Región Andina, 2026, "Historias de movilidad en​
​contexto de crisis climática", Abril 10, 2026,​
​(​​https://www.rosalux.org.ec/historias-de-movilidad-en-contexto-de-crisis-climatica/​​).​
​―❝Esta publicación, desarrollada por Flacso Ecuador y la Fundación Rosa Luxemburg –​
​Oficina Región Andina, recoge seis experiencias de movilidad y resistencia territorial: Sacha​
​y Nueva Esperanza (Ecuador), Lago Poopó y Pozo Flores (Bolivia), y Bajo Belén y Aija​
​(Perú). A través de un proceso de creación colectiva entre comunidades, investigadoras e​
​investigadores y pedagogas populares, el cómic visibiliza los impactos de la crisis climática​
​—como inundaciones y sequías— en las migraciones ambientales, y el derecho a defender​
​los territorios, la naturaleza y la identidad comunitaria.❞​
​◆〈National Black Food & Justice Alliance〉：アメリカ​
​◇National Black Food & Justice Alliance, 2026, "Members of the Alliance Spent the Day in​
​Service on the NBFJA's Newly Acquired Land", Facebook, April 11, 2026,​
​(​​https://www.facebook.com/blackfoodjustice/posts/pfbid02qGasnNateKPbEYvGFhiaDpHRhm​
​Smfu7tFrw8mGCXy1gLCdyizEMBDeHThvBh2ferl​​).​
​―❝On our final day together, members of the Alliance spent the day in service on the​
​NBFJA’s newly acquired land, the 9th Ward Community Farm in New Orleans.｜What we​
​built together that day felt like a small glimpse of the world we are fighting for. Black farmers​
​from across the country, hands deep in the soil, working toward a shared purpose. ❞​
​◆コミュニティガーデン／都市農業／BIPOC：アメリカ​
​◇Murray, Debra, 2026, "Grandmother’s Garden: How the Simple Act of Providing People​
​with Food Can Establish Stability", LEO Weekly, March 23, 2026,​
​(​​https://www.leoweekly.com/news/grandmothers-garden-how-the-simple-act-of-providing-peo​
​ple-with-food-can-establish-stability/​​).​
​―❝BIPOC-led climate survival network launches food production project in West End❞​
​◆ブラックフェミニズム​
​◇《黒人女性の文学とジャズ展――ブラック・フェミニズムをたどる》​
​会期：2025年11月13日～2026年4月19日（日）​
​会場：早稲田大学国際文学館2階展示室​
​https://www.waseda.jp/culture/wihl/other/11095​
​┃開催概要：❝奴隷制時代から現代まで、黒人女性の芸術は、沈黙を破り、内なる魂（ソウ​
​ル）に光をあて、自らの言葉で自己を定義するための力でした。本展示では、アメリカを中​
​心とする黒人女性作家・ジャズ奏者による作品を紹介します。小説や詩、歌や演奏に宿る​
​声、そこから響く豊かなブラック・フェミニズム思想に耳を傾けてみてください。❞​
​◆人間以外の生物から見る世界​
​◇Cowles, Henry M., 2026, "Seeing Like a Worm", Los Angeles Review of Books, April 16,​
​2026,​
​(​​https://lareviewofbooks.org/article/jessica-riskin-lamarck-power-life-invention-biology-review/​
​).​
​―❝Jessica Riskin’s Lamarckian (history of) science is a remarkably transformative work.❞​
​◆村上潔​

​2​

https://www.rosalux.org.ec/historias-de-movilidad-en-contexto-de-crisis-climatica/
https://www.facebook.com/blackfoodjustice/posts/pfbid02qGasnNateKPbEYvGFhiaDpHRhmSmfu7tFrw8mGCXy1gLCdyizEMBDeHThvBh2ferl
https://www.facebook.com/blackfoodjustice/posts/pfbid02qGasnNateKPbEYvGFhiaDpHRhmSmfu7tFrw8mGCXy1gLCdyizEMBDeHThvBh2ferl
https://www.leoweekly.com/news/grandmothers-garden-how-the-simple-act-of-providing-people-with-food-can-establish-stability/
https://www.leoweekly.com/news/grandmothers-garden-how-the-simple-act-of-providing-people-with-food-can-establish-stability/
https://www.waseda.jp/culture/wihl/other/11095
https://lareviewofbooks.org/article/jessica-riskin-lamarck-power-life-invention-biology-review/


​◇村上潔　2026　「［活動報告］《グッドモーニング STUDYサロン》北野の街から考え​
​る、生活・創作・フェミニズム――第1回」（2026年4月15日／ギャラリー島田），​
​arsvi.com：立命館大学生存学研究所，2026年4月15日，（​
​https://www.arsvi.com/2020/20260415mk.htm​​）​

​　　　　　　　　　　​​～～　↑以上：導入／↓以下：本論　～～​

​■第2回：「環境正義運動の基盤となる「連帯」のありかた――周縁的存在が「身​
​体」レベルでつながること」［2026/04/17］​

​◎オリエンテーションの補足として：現地の「直接行動」に注目することの意味​
​◆領土防衛のための土地占拠／抗議行動​
​◇女性（子育て中の母）たちが大きな役割を担う​
​◆対峙／対抗する相手は​
​‐グローバルな搾取企業​
​‐国家・行政​
​‐軍隊・警察​
​＝強大な経済力・政治力・暴力をもつ存在​
​――単体ではなく連携している​
​◇運動に対する暴力的弾圧：恒常的​
​┃→2026年4月17日《国際農民闘争の日》に関する解説（第3回授業）​
​◆私たちの問題意識​
​◇長期にわたり理不尽な暴力的弾圧を受け→現実に多くに「犠牲」が生じても→運動は一貫​
​して継続している​
​┃国家的暴力に屈しない・諦めない​
​‐警察／軍隊に蹴散らされてもまた現場の前線に戻る​
​‐数十年単位の継続的行動​
​‐「日常生活」の延長線上に運動がある​
​→その抵抗／運動を支える力（原動力）は何か​
​‐表面的な活動の背後にあるものを捉える​
​◆「連帯」［Solidarity］​
​◇強靭な運動体の構築（組織化）において＋運動体同士の支援関係において必要不可欠​
​┃（頭で）理解して・（理念に）賛同して→共闘する：のは連帯関係の一部（限界的側面）​
​┃「身体レベル」での共有感覚：真の（強い）連帯関係のもととなる（第1回の映像資料参​
​照）​
​‐一定期間同じ環境に身を置く​
​‐共に食事を作り・食べ・学び・歌い・踊る​
​└単なる「交流」以上のもの​
​┃広範囲の持続的な運動を形成する​
​‐自分たちの領土を守る＋生業［なりわい］を守る・生活（暮らし）を守る​
​‐自分たちの身体・安全を守る​
​└子どもの生命・健康を守る​
​‐受け継がれてきた共同体・文化を守る​
​└先住民としての権利・尊厳​
​◇終わりが（見え）ない厳しい闘いを続けるには、連帯（現実の組織性・精神性）の強さが​
​何より大きなカギとなる。​
​┃注目すべき点：ジェンダー的側面＋周縁性［Marginality］【☆】​
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​‐女性（母）中心（：子ども・老親と共に日々の生活を送る）​
​‐＋性的マイノリティ（LGBTQ+）​
​‐＋障害をもつ人々​
​＝脆弱性［Vulnerability］が強い存在【☆】​
​＝他者をケアし・他者からケアされる存在【☆】​
​→「身体レベル」での関係性が重要である要因​
​◇男性的な（男性性に基づく）連帯とは構造・性質が異なる​
​┃一般的な「労働運動」と比較すると明確​
​‐労働運動と環境運動：主体のズレ​
​└ジェンダー的／セクシュアリティ的に​
​→それは組織論や方法論の差異に関係する​
​◆労働運動とのズレから環境正義運動を捉える​
​◇労働運動：近代産業社会の展開のなかで労働者としての権利（の確立・擁護）、労働条件​
​の向上を追求し、政治的・経済的・社会的成果を勝ち取ってきた。​
​――が――​
​◇そもそも「労働者」という主体設定（ならびに「労働者性」）には、ジェンダー的制約が​
​ある。​
​┃成人健常者男性限定／優位主義​
​‐単一的・固定的主体性​
​┃周縁的存在：女性・子ども・高齢者・障害者・移民……​
​‐排除​
​‐「自立」した存在になることの困難​
​┃「本工／臨労」（＝正規／非正規）：男‐女の棲み分け​
​‐差別化／差別的待遇​
​‐さらに：無償労働を担う存在​
​└家庭内家事労働／親族内のケア​
​◇自らの労働条件の確保・向上のために環境（自然／地域の共同体）を犠牲にしてきた面は​
​否定できない​
​┃環境破壊的企業活動を止め（られ）なかった不作為責任：からは逃れられない​
​◆（正規／有償）「労働者」層から排除された存在の「連帯」→行動​
​◇「オルタナティヴな労働運動」となる​
​┃それは同時にケア／子育てに適した「環境」を求める運動にもなる​
​‐（「職場」単位の）一般の労働運動との違い​
​┃「自分たちの利益」の追求を越えた「広い」連帯​
​‐物理的にも精神的にも​
​┃「闘争」現場以外でのつながりが親密性を培う​
​‐集まり・支え合う→エンパワーしあう​
​└そのための場を（公共空間において）設定する​
​◇特徴（1）：「多様性［Diversity］」・「包摂性［Inclusivity］」【☆】​
​┃ケアを必要とする人々・障害をもつ人々・性的マイノリティ……​
​‐サポートの対象とする――だけでなく――主体化​
​◇特徴（2）：「自律性［Autonomy］」【☆】​
​┃特定の上部機関をもたない​
​‐権威的統率関係を否定する​
​‐合意形成・自主決定の原則を重視する​
​◆周縁的・オルタナティヴな運動：他の／既存の様々な社会運動に変化を促す​
​◇運動の公正化・民主化​
​┃労働運動にフェミニズムの要素が組み込まれる​

​4​



​‐「女性労働」への視点・評価の変化​
​‐環境問題への取り組みの変化​
​◇脆弱性・周縁性をもつ者たちが生き・働き・ケアし（あっ）ていく――そのために必要な​
​条件が認識され・焦点化されていく​
​┃理念より先に「身体」・「生存」の維持、暮らしを営む「場」の防衛、というレベルにお​
​いて。​
​‐新たな共闘関係の構築へ​
​◇「連帯」によって築かれる組織的「力」​
​┃国家的暴力への対抗軸​
​‐暴力性においては圧倒的に弱い――が――闘争を持続させていく潜在的力能は計り知れな​
​い強さをもつ​
​┃未来に向けた展開性​
​‐予測できないかたちで運動が拡張・強化されていくポテンシャル：強くある​

​●注記​
​5限では、最後に2026年4月17日《国際農民闘争の日》に関する内容に少し触れましたが、​
​（6限と合わせるかたちで）第3回で改めて包括的に解説します。​
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